
令和2年度一般会計当初予算額� 8,373億7,000万円(前年度比4.0％増)
合計

1,052,105円
教育･文化に

236,015円

犯罪､交通事故の防止に

60,389円
福祉の向上・医療や健康
づくりに

204,544円

農林水産業の発展に

44,437円
住宅･公園･下水道･道路等に

113,843円

県債の償還に

128,740円
商工業の発展に

64,417円

その他

199,720円

外国人材活用強化･多文
化共生事業費�4,200万円

　外国人労働者の生活･就労
環境を整備すること等によ
り､外国人材の活用および
多文化共生地域づくりを推
進します。

災害復旧事業費� 147億8,200万円
　令和元年東日本台
風により大きな被害
を受けた林道、農業用
施設、道路、河川、砂
防施設などの復旧を
行います。

栃木県の人口〔3月1日現在〕1,937,712人（前月比1,345人減）世帯数796,063世帯（前月比40世帯増）読みやすさ向上のため、文字のデザインを工夫したユニバーサルデザインフォントを使用しています
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とちぎ

今年度の予算の主な特徴は､令和元年東日本台風によ
る被害からの復旧・復興に向けての積極的な取り組みな
どの三つのポイントに分けられます。今回は、その中か
ら、新規事業を中心に主要な事業をご紹介します。

令和元年東日本
台風による被害
からの復旧・復興

POINT1

令和2年度政策
経営基本方針に
基づく重点事項

POINT2

｢とちぎ元気発信プラン｣
の総仕上げと｢とちぎ創生
15戦略（第2期）」の推進
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いちご

一世帯あたりの
支出内訳
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未来技術で とちぎを進化
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1,878
(22.4%）

1,067
(12.7%）

1,025
(12.2%）

906
(10.8%）

561
(6.7%）

1,203
(14.6%）

2,500
(29.9%）

887
(10.6%）

1,298
(15.5%）

732
(8.7%）

1,097
(13.1%）

1,366
(16.3%）

県税
（県民税､事業税､
地方消費税､自動
車税など）

地方交付税
（国が地方に代わって
徴収し､交付する地方
の固有財源）

地方消費税
清算金
( 最終消費地に
帰属させるため
の都道府県間の
清算金 )

教育・文化に
（教育費）

その他

福祉の向上に
（民生費）

住宅・公園・下水道・
道路等に
（土木費）

医療や健康づくりに
（衛生費）

商工業の発展に
513(6.1%）
（商工費）

犯罪・交通事故防止に
481(5.7%）
（警察費）

農林水産業の
発展に
354(4.2%）
（農林水産業費）

庁舎管理
などに
386(4.6%）
（総務費）

県債の償還に
（公債費）

県債（臨時財政対策債）400(4.8%）
（地方交付税の不足分を補うための借金）

基金取り崩し
94(1.1%）
（財源の調整の
ために積み立
てた基金の取
り崩し）

その他
（使用料・手数料､中小企業から
の貸付金の返済金など）

県債
（施設や道路
をつくるため
の借金）

国庫支出金
（国が使途を
特定して地方
公共団体に交
付する支出金）

（億円）
歳出

（億円）
歳入

   とちぎの未来を担う『ひと』づくり    未来技術等を活用した新たな取り組みの推進

農業大学校｢いちご学科｣創設事業費
� 700万円

 ｢ い ち ご 王国・栃木｣を
リードする人材の育成の
ため､｢いちご学科｣の令和
3年度創設に向けた準備を
進めます。

とちぎUIJターン・定住促進・関係人口創出事
業費� 7,800万円

 東京圏在住の若年層に向けたデジタル広告の発信
や、県内の大学生に向けたとちぎの魅力発信に取り
組みます。

中小企業等グループ施設等
復旧事業費� 75億6,600万円

　中小企業等で構成するグルー
プの復興事業計画に基づき、事業
者が行う施設・設備の復旧を支援
します。

産業活性化金融対策費（令
和元年台風第19号緊急対
策資金）� 35億7,200万円

　直接または間接的に被害を受
けた中小企業の資金繰りを支援
します ( 融資枠：100億円)。

災害対策強化事業費
� 3,700万円

　地域防災計画の改定を進める
ほか、適切な避難行動に関する
啓発リーフレットの配布などを
行います。

奥日光EV導入促進事業費
� 1億300万円

　二次交通の利便性向上のため､日光地
区において M

マース
aaS の活用による環境に

配慮した交通モデルの構築の検討など
を行います｡

とちぎデジタル戦略
推進事業費�1,800万円

　デジタル化を推進するため、
戦略の策定やデジタルマーケ
ティングアドバイザー等を新た
に配置します。

未来技術社会実装・SDGs
推進事業費� 900万円

 未来技術の社会実装を進めるほか、
S

エスディージーズ
DGs達成に向けて取り組む企業等の

登録制度を創設します。
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※令和2年1月1日現在の
世帯数より算出
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